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研究成果の概要（和文）：我が国における看護師の遺伝教育は十分に普及しているとは言い難く、看護師の遺伝に対す
る認知度はまだまだ低いのが現状である。本研究では、チーム医療によるより良い遺伝カウンセリング体制構築を目指
した看護師の能力開発を目的として、当院看護師対象に遺伝教育ニーズ調査を行い,遺伝教育プログラムを企画・実施
した。調査の結果、看護学生時代に講義を受ける機会があったのは若年群に多く認めた(p<0.01)。参加募集型の講義で
は講義前後で69.2%の教育効果が得られた(ｳｨﾙｺｸｿﾝ符号付順位和検定、p<0.05)。遺伝教育の継続はより良い遺伝カウン
セリング体制構築の上でも重要であると考える。

研究成果の概要（英文）：It is needless to say that awaress of nurses for genetics is still low,because 
genetic education of nurses is not enough in progress in Japan.This study is to aim the professional 
development of nurses towards effective genetic counselling systems for familial tumors, and we surveyed 
the needs of genetic education of nurses, and carried out planning of genetic education. It is resulted 
that the younger group had the chance of genetic education at the time of nursing students(p<0.01),and on 
participatory lectures,the educational effect was 69.2% by using Wilcoxon signed-rank test(p<0.05). It is 
supposed that continuation of the genetic education is one of the most significance on the effective 
genetic counselling systems.

研究分野：臨床看護
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１．研究開始当初の背景

1950年代にヒト染色体数の発見及び 1960

年代に羊水染色体検査の施行、新たな技術

の臨床応用が可能となったことにより、確

実な情報の提供が可能となった。それと同

時に情報提供による対象者の自律的な選択

が推奨され、検査前の十分な説明と非指示

的な対応が求められるようになった。我が

国においても、 1995年 WHO 遺伝サービスの

ためのガイドラインを示し、その中で遺伝

相談に関わる専門スタッフ ( 医師、看護師、

心理カウンセラーなど ) として遺伝カウン

セラー養成の必要性が強調され、徐々に遺

伝カウンセリングが医療社会の場で認知さ

れはじめた。 2002年から臨床遺伝専門医制

度が始まり、 2005年には日本人類遺伝学会

と日本遺伝カウンセリング学会共同の認定

遺伝カウンセラー制度が発足した。多くの

疾患に遺伝要因が関わることから、遺伝カ

ウンセリングはあらゆる医療の領域に必須

の医療サービスになると考えられ、家族性

腫瘍含めたがん領域においても同様に望ま

れつつある。がんは日本人の死因の第 1位

であり、家族性腫瘍はがんの約 5％を占め

る。2008年のがん罹患数 ( 全国推定値 ) は

749,767 例であることから家族性腫瘍の患

者は年間 4万人と推測される。遺伝性乳が

ん卵巣がん症候群 (HBOC) は全乳がんの 5-

10%を占めるといわれており、 2013年には

米国女優の Angelina Jolieが HBOCの発症に

関与する BRCA1/BRCA2 の遺伝子検査を受

けたことが報道され、世間の注目を集めた。

遺伝カウンセリングをさらに発展させるう

えで、遺伝医療に関わる全ての人がチーム

医療として支援する体制を構築することが

望まれており、特に看護師は患者にとって

は常に身近な医療職種で欠かすことができ

ない。

遺伝教育は看護学生の教育に徐々に拡がり

始めつつあり、 2014年度版看護師国家試験

出題基準 (厚生労働省 ,2013)に「遺伝子

と遺伝情報」が追加されたが、 2014年の

実態調査 (溝口,2014)では遺伝科目講義

を開設している看護系大学数は 10年前の

先行調査 (溝口,2000)と比較して変化を

認めないという結果であった。臨床で働

く看護師にとって「遺伝」に対する認知

度はまだまだ低く、それによって遺伝性

疾患患者と家族に関わる際に苦慮し、遺

伝性疾患患者とその家族に対して十分な

支援を行うことができない結果に至って

いることも考えられており、このことが

現状として大きな課題と考えられる。

２．研究の目的

本研究では、家族性腫瘍 ( 特に HBOC )

に対してチーム医療による有効な遺伝カ

ウンセリング体制構築を目指した看護師

の能力開発に向けて以下を目的とした。

(1) 当院看護師の遺伝教育における実態

及びニーズを把握する。

(2) 看護師の関心のある遺伝教育内容を

講義を通して情報提供し、遺伝への関

心・理解を深める。

３．研究の方法

(1) 第一段階 : 院外講師による遺伝講義

の実施 <目的 > 院内全体に対して遺伝に

関する関心・理解を深める〈実施日〉　

2014年12月 <対象者 >全職員

(2) 第二段階 :当院看護師対象の遺伝教

育の実態及びニーズ調査実施 <目的 >当

院看護師の遺伝教育における実態及びニ

ーズを把握する〈調査方法〉当院に勤務

する全看護師 315 名のうち休職者 28名を

除いた 287 名を対象とした匿名での自記

式質問紙調査〈調査期間〉 2015年 1-2月

〈分析方法〉 χ2 検定を使用、 0.05未満

を有意とした

(3) 第三段階 :全看護師対象とした遺伝



講義の実施 < 目的 >看護師の関心のある

内容について情報提供する機会を設け、

遺伝に関する理解・関心を深める〈実施

期間〉2015年 6-7 月に全 3 回実施

(4) 第四段階 :遺伝性疾患患者のケアに関

わる看護師及び遺伝に関心のある看護師を

対象とした遺伝講義を実施 <目的 >遺伝の

内容を各領域でより具体的に理解を深め、

遺伝性疾患患者へのケアの実践につなげて

いくための知識を得る <実施方法･期間 >

参加募集型 :2015 年11-1月に全 5 回

(5) 倫理的配慮 : 千葉県がんセンター倫理

委員会の承認を得て実施。質問紙調査は返

信をもって研究協力の同意とした。

４．研究成果

(1) 院外講師による遺伝講義の実施：参加

者は27名と少数ではあったが、医師 6 名

( 乳腺外科 4名、消化器外科 1名、消化器

内科 1名 ) 、看護師 6 名、相談支援員 1名、

治験ｺｰﾃﾞｨﾈ - ﾀ -1名、研究者 2名、大学院

生 5名と幅広い職種の参加がみられた。

(2) 当院看護師対象の遺伝教育の実態及び

ニーズ調査実施：回収率 54.4%(156/287)

①対象属性 : 平均年齢 36.6歳、平均臨床経

験年数14.1年、平均がん経験年数 11.4年、

学の内訳は専門学校 68%、大学 (短大含

む)27%、大学院 4%であった。

②看護学生時に講義を受ける機会 (図 1)

(図2)：「受けた」と回答した方は

10%(15/287) で若年に多く認めた

(p<0.01)。「なかった」と回答した

84%(132/287)のうち「受ける機会がほしか

った」と回答した割合 12%(20人 ) であり、

年齢 (p=0.667) 、臨床経験年数

(p=0.088) 、がん経験年数 (p=0.403) に有

意差を認めなかった。

図 1 　遺伝講義を受ける機会の有無

図２　遺伝講義を受ける機会 < 年齢別 >

③遺伝性疾患患者を受け持った経験 (図

3) (図4) :「ない」と回答した方が 62% 

(95/287)と多くを占めた。「ある」と回

答した 29% (47/ 287) の方は年齢の高い

群(p<0.01)と臨床経験の長い群 (p<0.01)

に多くみられた。受持疾患名として乳が

ん55.3% (26 /47)、卵巣がん 14.9% (7/ 

47) 、家族性大腸ポリポーシス 12.8% 

(6/47)の順に回答が多かった。

図 3 遺伝性疾患患者の受持経験の有無

図 4 遺伝性疾患患者のケアで悩まれた事



④関心のある講義内容 (複数回答、図 5): 

「 ( 基本的な ) がんの遺伝」と回答した割

合が 28.9%(83/289) と最も多く占めた。ま

た、「遺伝子検査の方法」「家族歴の意

義」に関しては、年齢の高い群 (p<0.01)に

関心が多かった。

図 5 関心のある講義内容

⑤遺伝用語の理解 (図6)

「お酒が飲めない関係と体質の関係」「ダ

ウン症」の認知度は若年群 (p<0.01)に高く、

「遺伝子検査」は臨床経験の長い群

(p<0.01)に高かった。「遺伝カウンセリン

グ」の認知度は若年群と臨床経験の長い群

ともに (p<0.01)高かった。

図 6 遺伝用語の理解

⑥講義に臨まれること ( 自由記載 ) として

「わかりやすい内容」「業務後の長時間

(90 分以上 )講義はやめてほしい」「 2-3

回の講義にわけてほしい」などがあった。

(3) 全看護師対象とした遺伝講義の実施：

〈講義内容〉基本的ながんの遺伝をテーマ

とし、日常業務後の 1回45分の講義を同じ

内容で 3 回実施。参加率は 6.9%(20/287)と

全体としては少数であったが、講義参加者

の95%(19/20)が感想で遺伝に関する理解を

深めることができたと回答しており、自

由記載でも「遺伝の話が少し身近になっ

た。」「家族歴聴取の重要性を再認識し

た」「アナムネする際のポイントがわか

った。」など肯定的な意見が聞かれた。

(4) 遺伝性疾患患者のケアに関わる看護

師及び遺伝に関心のある看護師を対象と

した遺伝講義の実施：〈講義内容〉教材

「ｵﾝﾘｰ･ﾜﾝｹﾞﾉﾑ」使用した講義を 4回及び

遺伝学的検査の見学・体験、家族歴聴取

のロールプレイを実施した（表１）。講

義の開始日と終了日にアンケート調査を

行い、講義前後の教育効果をｳｨﾙｺｸｿﾝ符号

付順位和検定で評価した (表 2 、0.05未

満を有意とした ) 。16名の参加があり、

講義内容 13項目のうち 9項目 (69.2%) に

有意差 (p<0.05)を認めた。印象に残った

講義内容 ( 自由記載 ) として、「常染色

体と性染色体の分裂の違い」「遺伝子、

染色体、細胞の分裂について」、「全部

が興味深く、一度の講義では十分な理解

は難しいので継続して学んでみたい」

「遺伝子検査の体験」、「家族歴聴取」

など聞かれた。

表 1 参加募集型で実施した講義内容

表 2 講義前後における各遺伝項目の教育効果

　 ( ｳｨﾙｺｸｿﾝ検定使用 )



本研究では以下のことが明らかとなった。

・看護学生時代に講義を受ける機会があっ

たのは若年群に多く認めたことから、以前

より遺伝教育が看護教育カリキュラムに浸

透されつつあることが示唆された。

・遺伝性疾患患者の受持ち経験は年齢の高

い群と臨床経験の長い群に関連性を認めた。

・全看護師対象の遺伝講義の参加率は

6.9%(20/287)と全体としては少なく、その

背景として日常の多忙な看護業務による時

間的制約や関心度の低さも関与していると

考えられ、今後検討して改善していく必要

があると考えられる。一方で講義参加者の

95%(19/20)は、遺伝に関する理解を深める

ことができていた。

・参加募集型の講義では講義前後で 69.2% 

(9/13)教育効果が得られた。参加者からは

継続的な遺伝講義について肯定的意見も聞

かれた。

今後も遺伝講義の開催を企画し、遺伝を理

解する場を継続的に提供する場を設けるこ

とは、より良い遺伝カウンセリング体制構

築の上でも重要であると考える。
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